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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・平成21年度 卒業式・卒園式
・第62回 千葉県小・中・高校書初め展

団体賞・個人賞受賞
附属女子中学校・高等学校

・保育科 異学年が協力し、課題に取り組む
「学生フォーラム」を実施

・児童学科・社会福祉学科
卒業研究美術作品展

学生のアイデアあふれる力作が集結
・教員インタビュー
人間栄養学科講師柳沢香絵先生
管理栄養士として選手を支える

・施設見学実習 幼児教育専門学校
・第25回 卒業演奏会（音楽科）

取手聖徳女子中学校・高等学校
・進化する造形展へ

第3回千葉県私立小学校造形展
附属小学校・「お花が咲いたよ！」

『花育』に取り組んで 附属幼稚園

・平成22年度
保護者会・後援会開催日程

I N D E X
学園 ──────────── 1
大学院・大学・短大 ── 1～5
幼児教育専門学校─────5
附属女子中・高 ────1・5
取手聖徳女子中・高 ───5
小学校 ───────────6
幼稚園 ─────────6～7
インフォメーション───── 8

平
成
二
十
一
年
度
の
聖
徳
学

園
の
卒
業
式
・
卒
園
式
は
、
三
月

三
日（
水
）、
附
属
中
学
校
・
高
等

学
校
に
始
ま
り
、
六
日（
土
）、

附
属
聖
徳
中
学
校
・
聖
徳
高
等

学
校
、
七
日（
日
）、
幼
児
教
育

専
門
学
校
、
十
二
日（
金
）・
十
三

日（
土
）、
大
学
院
、
大
学
、
短
期

大
学
部
、
十
六
日（
火
）、
附
属

小
学
校
、
十
七
日（
水
）、
附
属

幼
稚
園
、
三
田
幼
稚
園
、
十
九

日（
金
）、
附
属
第
二
幼
稚
園
、

多
摩
中
央
幼
稚
園
、
二
十
日

（
土
）、
附
属
浦
安
幼
稚
園
、
八

王
子
中
央
幼
稚
園
、
二
十
一
日

（
日
）、
附
属
第
三
幼
稚
園
と
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

笑
顔
溢
れ
る
園
児
、
緊
張
し

な
が
ら
整
列
し
て
卒
業
証
書
を

受
け
取
る
児
童
、涙
を
う
か
べ
な

が
ら
退
場
す
る
学
生
、そ
し
て
附

属
中
高
の
卒
業
式
で
は
礼
法
の

所
作
に
則
り
、
許
状
を
受
け
取

る
生
徒
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

大
学
で
は
川
並
弘
昭
学
長
か

ら
、「
聖
徳
で
学
ん
だ
『
和
』
の

精
神
を
胸
に
、
本
学
で
学
ん
だ

多
く
の
こ
と
を
生
か
し
て
社
会

に
貢
献
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の

プ
ロ
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
と
し
て
大
い
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
」
と
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
・
卒
園
生
の
合
計
は

二
千
六
百
五
十
九
名
に
の
ぼ
り
、

今
年
も
社
会
に
広
が
る
聖
徳
の

輪
が
一
層
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
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ブリのベーコン巻きロースト
■材料（1人分）
ぶり：80g、塩：0.4g、胡椒：0.01g、
白ワイン：1.4cc、オリーブ油：1g、
ベーコン：30g、レモン：１／8個、
ミニトマト：10g、レタス：15g
■栄養価（100gあたり）
エネルギー：255kcal
たんぱく質：14.4g
脂質：20.4g、塩分：0.8g

作り方

［１］ぶりは切り身を3等分にし、塩・胡椒・白ワイン・オリーブオイル
を上から順にふり、軽くもみこんで下味をつける。

［２］ベーコンは半分の長さに切り、3等分にしたブリをそれぞれく
るりと巻いて、身のところで重ね、楊枝でとめる。

［３］フライパンにオリーブオイルを馴染ませて［２］を並べ、ベーコ
ンがこんがりとするまで中火で2～3分焼き、裏返してふたをする。
弱火し、2分ほど焼いて中まで火を通す。

［４］ふたを取り、火を強めて表面をカリッとさせたら、イチョウ切
りにしたレモンと、ヘタを取って半分に切ったプチトマト、適
当な大きさにちぎったレタスと共に盛り合わせる。

二
月
十
五
日（
月
）か
ら
二
十
八

日（
日
）ま
で
、
人
間
栄
養
学
科
と

イ
ク
ス
ピ
ア
リ
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

「
自
然
派
ダ
イ
ニ
ン
グ
饗
の
詩
」

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
、

「
大
学
生
が
提
案
す
る
レ
シ
ピ

ウ
ィ
ー
ク
〜
聖
徳
大
学
コ
ラ
ボ
☆

食
彩
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
〜
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
栄
養
学
科

の
学
生
が
考
案
し
た
全
六
十
一
点

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
、
考

案
者
の
コ
メ
ン
ト
と
カ
ロ
リ
ー
が

表
示
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
と
共
に
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
ブ
リ
の
ベ
ー
コ
ン
巻

き
ロ
ー
ス
ト
」
を
考
案
し
た
、
人

間
栄
養
学
科
二
年
の
矢
野
裕
加
里

さ
ん
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

矢
野
さ
ん
に
今
回
の
感
想
を
聞

く
と
、「
実
際
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行

っ
た
時
、
自
分
の
レ
シ
ピ
が
プ
ロ

の
調
理
に
よ
っ
て
商
品
に
な
っ

て
、
し
か
も
美
し
く
盛
り
つ
け
ら

れ
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ア
ス
パ
ラ

の
ベ
ー
コ
ン
巻
き
か
ら
思
い
つ
き

ま
し
た
。『
千
産
千
消
』（
千
葉
産

食
材
を
千
葉
で
消
費
す
る
）と
い

う
こ
と
で
ブ
リ
を
使
っ
て
み
ま
し

た
。
ブ
リ
を
小
さ
く
切
れ
ば
、
お

弁
当
の
お
か
ず
に
も
で
き
、ま
た
、

ブ
リ
と
ベ
ー
コ
ン
だ
と
色
が
似
て

し
ま
う
の
で
、
野
菜
を
巻
い
た
り

す
れ
ば
、
お
い
し
く
ア
レ
ン
ジ
で

き
ま
す
」
と
の
こ
と
。

レ
ス
ト
ラ
ン
開
発
課
長
の
小
島

シ
ェ
フ
は
、「
女
性
ら
し
い
視
点
や

可
愛
ら
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
、
鮮
や

か
な
彩
り
な
ど
が
、
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
ま
た
、
お
客
様
か
ら

は
『
野
菜
が
豊
富
で
、
す
ご
く
ヘ

ル
シ
ー
』
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
学
生
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て

は
、
食
べ
て
も
ら
う
人
へ
届
け
る

と
い
う
気
持
ち
を
感
じ
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

矢野 裕加里さん
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人
間
栄
養
学
科

き
ょ
う

う
た

作ってみ
よう！

二
月
七
日（
日
）、
千
葉
県
立

美
術
館
講
堂
に
お
い
て
、「
第

六
十
二
回
千
葉
県
小
・
中
・
高
校

書
初
め
展
」
授
賞
式
が
千
葉
県

教
育
委
員
会
、
千
葉
日
報
社
、

千
葉
県
内
書
道
関
係
者
の
ご

臨
席
の
も
と
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
書
初
め
展
に
は
、
一

月
初
旬
に
千
葉
県
内
よ
り
総

点
数
十
四
万
三
千
六
百
十
七

点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
次
選
考
会
と
し
て
一

月
中
旬
に
県
内
十
七
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
の
地
区
審
査

会
で
、
特
別
賞
選
考
の
た
め
の

中
央
席
書
会
参
加
者
四
百
八

名（
小
学
校
二
百
二
十
九
名
・

中
学
校
九
十
一
名
・
高
等
学
校

八
十
八
名
）を
決
定
し
、
一
月

二
十
四
日（
日
）、
千
葉
県
総
合

運
動
場
体
育
館
に
お
い
て
特

別
賞
選
考
の
た
め
の
中
央
席

書
大
会
が
行
わ
れ
、
審
査
結
果

が
二
月
一
日（
月
）に
千
葉
日

報
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、団
体
賞
で
は
、

附
属
高
等
学
校
が
最
優
秀
団

体
賞
の
「
千
葉
県
知
事
賞
」
に

輝
き
、
二
十
五
回
目
の
知
事
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

個
人
賞
で
は
高
校
一
年
生
の

中
久
木
恵
さ
ん
が
高
校
の
部

の
特
別
賞
と
し
て
、
中
国
明
時

代
の
王
鐸
の
書
風
を
基
盤
と

し
て
優
れ
た
書
表
現
を
発
揮

し
て
、「
書
星
会
長
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
葛
南
地
区
代
表
と

し
て
中
央
席
書
大
会
に
出
場

し
た
中
越
絢
美
さ
ん（
高
二
）、

小
泉
綾
香
さ
ん（
高
二
）、
渡
邉

真
愛
さ
ん（
高
二
）、
八
木
あ
ず

さ
さ
ん（
中
二
）、
大
木
彩
歌
さ

ん（
中
一
）の
作
品
は
「
書
星
会

長
賞
」
を
受
賞
し
た
、
中
久
木

さ
ん
の
作
品
と
共
に
二
月
二

日（
火
）か
ら
二
月
七
日（
日
）

ま
で
千
葉
県
立
美
術
館
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

中久木恵さん

・
団
体
賞
「
千
葉
県
知
事
賞
」

聖
徳
大
学
附
属
高
等
学
校

・
個
人
賞
「
書
星
会
長
賞
」

中
久
木
恵
さ
ん
（
高
校
一
年
）

第
六
十
二
回
千
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県
小
・
中
・
高
校
書
初
め
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県
知
事
賞
」に
輝
く
！

二
十
五
回
目
の

「
千
葉
県
知
事
賞
」に
輝
く
！

二
十
五
回
目
の

「
千
葉
県
知
事
賞
」に
輝
く
！

二
十
五
回
目
の

「
千
葉
県
知
事
賞
」に
輝
く
！

二
十
五
回
目
の

「
千
葉
県
知
事
賞
」に
輝
く
！

二
十
五
回
目
の

「
千
葉
県
知
事
賞
」に
輝
く
！

二
十
五
回
目
の

「
千
葉
県
知
事
賞
」に
輝
く
！
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第7回

教職研究科

ニ
ュ
ー
ス

連携協力校（園）の紹介 Vol.4

前回に引き続き、教職研究科の学生が総合実習の授業において、学校経営や
教育活動を総合的に体験する連携協力校を紹介します。

■松戸市立高木小学校 校長：早川　正美

●小人数指導と個に応じた、きめ細かい指導を図っている（1学級平均25人）
●緑に囲まれた創立110年の伝統校

所在地：千葉県松戸市金ヶ作120 Tel：047-387-5103

●教員数 16人　●学級数 10 ●児童数 250人
特
色

特
色

■松戸市立常盤平第二小学校 校長：忍足　賢司

●学習活動、特別活動の両面において、豊な心を育てることをメインとしている
●環境やスクール安全を地域・保護者連携と共に取り組んでいる

所在地：千葉県松戸市常盤平4-18 Tel：047-386-1331

●教員数 26人　●学級数 21 ●児童数 610人

■松戸市立北部小学校 校長：鈴木　洋

● 英語教育指導に重点を置き、文部科学省指定「小学校における英語活動等国際理解活
動推進事業」委託校（H19～20年）

●伝統の「歌声、挨拶、清掃」を生徒指導目標としている
●創立80年の伝統校

所在地：千葉県松戸市根本217 Tel：047-363-5251

●教員数 28人　●学級数 23 ●児童数 700人

特
色

■松戸市立馬橋小学校 校長：小林　昌美

●松戸市教育委員会指定校「情報教育」、文化庁指定「著作権研究協力校」
●特別支援教育の充実に努めている
●創立136年の伝統校

所在地：千葉県松戸市西馬橋1-12-1 Tel：047-341-1218

●教員数 33人　●学級数 22 ●児童数 605人

特
色

■松戸市立八ヶ崎第二小学校 校長：宮崎　隆治

●特に健康教育に力を入れ、体育、保健、安全、給食の4本柱で実施
●歯科保健では毎年表彰されている
●子ども自転車大会では例年上位入賞を果たしている

所在地：千葉県松戸市八ヶ崎3-3-1 Tel：047-344-7437

●教員数 25人　●学級数 18 ●児童数 592人

特
色

■聖徳大学附属小学校 校長：松山　武士

●礼儀や作法、日本の伝統文化とその心を身に付ける小笠原流礼法を学ぶ
●校内にある芸術作品および一流の音楽芸術と舞台芸術のシリーズコンサートによる本物
教育を実施

●全校児童が食堂（じきどう）に集い、縦割り班で昼食を摂る会食を実施

所在地：千葉県松戸市秋山600 Tel：047-392-3111

●教員数 27人　●学級数 18 ●児童数 505人

特
色

■松戸市立殿平賀小学校 校長：森　里美

●一人ひとりを大切にし、確かな学力と豊かな心の育成を図っている
●地域を生かした体験活動の充実に努めている
●スクール安全ボランティアを保護者、地域連携と共に取り組んでいる

所在地：千葉県松戸市殿平賀339-1 Tel：047-344-8621

●教員数 25人　●学級数 20 ●児童数 647人

特
色

二
月
十
日（
水
）、
学
内
企
業

合
同
セ
ミ
ナ
ー
を
大
学
体
育
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

こ
の
不
況
下
で
も
新
卒
採
用
を

積
極
的
に
実
施
す
る
企
業
二
十

八
社
と
、
企
業
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
三
百
五
十
名
を
超
え
る

大
学
三
年
生
・
短
期
大
学
部
一

年
生
で
、
会
場
は
外
の
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
熱
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
ち
行
わ
れ

た
「
出
陣
式
」
で
は
、
就
職
委
員

長
の
重
嶋
博
教
授
か
ら
、
温
か

い
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
大
学
教
職
員
を

代
表
し
て
生
涯
学
習
課
の
別
府

チ
ー
フ
か
ら
の
エ
ー
ル
の
後
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
室
の
菊
入
室
長

の
号
令
に
よ
り
、「
頑
張
る
ぞ
ー
」

と
い
う
学
生
た
ち
の
力
強
い
言

葉
と
共
に
合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
臨

み
ま
し
た
。

体
育
館
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー

は
、
一
ク
ー
ル
を
三
十
五
分
と

し
て
、
全
企
業
が
一
斉
開
始
・
一

斉
終
了
す
る
形
式
で
、
全
五
ク

ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
体
育
館
の
セ
ミ
ナ
ー
と
並

行
し
て
別
会
場
で
は
、
栄
養
士

に
特
化
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施

さ
れ
、
異
な
る
業
界
の
採
用
担

当
者
か
ら
の
お
話
は
、
学
生
が

今
後
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
上
で
大

変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

各
会
場
で
は
、
企
業
の
説
明

を
聞
く
真
剣
な
ま
な
ざ
し
や
、

メ
モ
を
取
る
姿
が
い
た
る
と
こ

ろ
で
見
ら
れ
、「
何
事
に
も
真
摯

な
気
持
ち
を
持
っ
て
真
面
目
に

取
り
組
む
」
と
い
う
本
学
学
生

の
一
番
の
特
長
が
表

れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
学
生
か
ら
も
「
い

ろ
い
ろ
な
業
界
の
企

業
に
つ
い
て
知
る
こ

と
が
で
き
、
視
野
が

広
が
り
ま
し
た
」「
就

活
に
対
す
る
意
欲
が

わ
き
ま
し
た
」「
自
分

の
周
り
の
仲
間
が
就

職
活
動
に
前
向
き
な

姿
勢
で
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
見
ら
れ
て
、

刺
激
を
受
け
ま
し
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

就
職
活
動
の
ス
タ
ー

ト
を
告
げ
る
セ
ミ
ナ

ー
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

学
内
企
業
合
同
セ
ミ
ナ
ー
開
催

合格者数速報合格者数速報
・公立小・中・高等学校教諭

合計１２８名

合計２名

合計７１名
・公立保育士

・公立幼稚園教諭

（3月23日現在）

二
月
二
十
七
日（
土
）、
大
学

一
号
館
香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

に
て
、
学
生
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
平
成

二
十
一
年
度
の
学
友
会
活
動
、

ク
ラ
ブ
活
動
、
個
人
活
動
な
ど

に
お
い
て
特
に
功
績
の
あ
っ
た

学
生
に
対
し
て
学
長
か

ら
表
彰
す
る
も
の
で
、
多

く
の
先
生
方
に
ご
参
列

い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
雨
模
様

で
し
た
が
後
援
会
役
員

の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
列

い
た
だ
き
、
三
団
体
と
五

名
の
個
人
に
対
し
て
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
長
の
挨
拶
で
は
、
受

賞
さ
れ
た
方
々
へ
の
お

祝
い
の
言
葉
に
加
え
、
こ

れ
を
機
会
に
日
々
努
力

し
、
ま
す
ま
す
自
己
研
鑚

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度
学
生
表
彰
が
決
ま
る

受賞理由団体または個人

聖徳祭実行委員会

学友会

聖徳祭（大学祭）を盛り上げ、多くの人を来場させた

1.クリーンプロジェクトを通じて、エコキャップキャン
ペーンを実施
2. 学生の代表として、本部、部活動、聖徳祭をまとめた

美術部 市川市動植物園の巨大動物壁画（24m×4.6m）を完成さ
せた

五十嵐唯花
（人間栄養学科3年） 千葉県主催「栄養士のタマゴが考えた！ヘルシーコン

ビニ弁当コンテスト」にて、千葉県知事賞を受賞

カヌースラロームの選手として国体に出場
（07年国体8位、08年国体3位、09年国体6位）

八木下智恵
（人間栄養学科3年）

斎藤真智子
（保育科2年）

第26回読売書法展において秀逸入賞澤田千絵美
（日本文化学科4年）

水球日本女子代表選手として活躍（06、07、08年）冨山薫美子
（心理学科4年）

受賞者と受賞理由

保
育
科

異
学
年
が
協
力
し
、
課
題
に
取
り
組
む

「
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施

短
期
大
学
部
保
育
科
は
、
文

部
科
学
省
「
大
学
教
育
・
学
生
支

援
推
進
事
業
」【
テ
ー
マ
Ａ
】
大

学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
三
年
間
に
わ
た
る
事
業
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
を

「
自
ら
考
え
行
動
し
チ
ー
ム
貢

献
で
き
る
保
育
者
養
成
―
異
学

年
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る

課
題
学
習
―
」
と
し
、
昨
年
七

月
か
ら
金
曜
日
一
限
を
活
動
時

間
と
位
置
づ
け
、
一
年
生
と
二

年
生
が
一
緒
に
活
動
す
る
二
十

六
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成

し
、「
課
題
探
求
能
力
」「
人
間

関
係
調
整
力
」
を
身
に
付
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

初
年
度
は
、
課
題
を
「
実
習
」

に
か
か
わ
る
も
の
に
限
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

テ
ー
マ
を
決
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
探
究
し
ま
し
た
。
学
園

祭
で
中
間
発
表
を
し
、
そ
れ
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
平
成
二
十

一
年
度
の
活
動
の
集
大
成
は
、

一
月
二
十
二
日（
金
）に
「
学
生

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
大
学
一
号
館
の
こ

ど
も
図
書
館
や
三
・
四
階
の
教

室
、
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
な
ど
を

使
い
、
全
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
読
み

聞
か
せ
、
模
擬
保
育
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
ゲ
ー
ム
、
手
あ
そ

び
な
ど
、
多
彩
な
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
体
験
し

た
こ
と
に
よ
り
、
一
年
生
と
二

年
生
が
協
力
し
て
同
じ
課
題
に

取
り
組
み
、
自
分
た
ち
が
考
え
、

実
践
し
た
こ
と
を
ポ
ス
タ
ー
と

い
う
表
現
方
法
で
確
認
で
き
、

次
の
課
題
へ
の
足
が
か
り
と
な

り
ま
し
た
。
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ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
け
る
管
理

栄
養
士
の
役
割
と
は
？

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
の
試
合
期

間
に
限
ら
ず
通
常
の
練
習
期
間
な

ど
に
お
い
て
も
、
選
手
や
チ
ー
ム

の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
の
が
ス

ポ
ー
ツ
現
場
の
管
理
栄
養
士
の
仕

事
で
す
。
と
か
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
の
栄
養
サ
ポ
ー
ト
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
至
る
ま
で

の
準
備
期
間
に
お
け
る
選
手
の
体

づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
は
選
手

の
競
技
力
向
上
の
た
め
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

準
備
期
間
の
仕
事
と
は
？

私
が
ス
ケ
ー
ト
連
盟
の
科
学
ス

タ
ッ
フ
に
な
っ
た
の
は
、
ト
リ
ノ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク（
第
二
十
回
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会（
二
〇
〇
六

／
ト
リ
ノ
））直
後
で
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
を
迎
え
る
ま
で

の
準
備
期
間
で
は
一
貫
し
て
次
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
こ
と
が
強
化
の
方
針
で
し
た
。

そ
う
い
っ
た
方
針
の
も
と
、
栄
養

サ
ポ
ー
ト
で
は
、
合
宿
・
遠
征
時

の
宿
泊
先
の
献
立
の
調
整
な
ど
食

環
境
の
整
備
を
中
心
と
し
た
活
動

を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に

合
宿
先
な
ど
で
は
選
手
個
別
に
対

し
て
具
体
的
な
食
事
指
導
な
ど
を

行
い
ま
し
た
し
、
チ
ー
ム
全
体
に

対
し
て
栄
養
に
関
す
る
講
義
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
私

が
準
備
し
た
食
事
や
補
食
な
ど
を

「
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
も
必
要
で

し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中
の
仕

事
と
は
？

バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
大
会
期
間
前
に
想
定
し
て
い
た

栄
養
サ
ポ
ー
ト
は
①
試
合
と
練
習

後
の
補
食
の
提
供
、
②
ス
ケ
ー
ト

連
盟
が
借
り
た
現
地
の＊サ
ポ
ー
ト

ハ
ウ
ス
で
の
軽
食
の
提
供
、
③
体

調
不
良
者
の
栄
養
補
給
、で
し
た
。

こ
の
三
つ
の
う
ち
幸
い
な
こ
と
に

③
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
現

地
に
お
い
て
突
発
的
に
発
生
し
た

の
が
、
④
選
手
村
に
持
ち
込
む
料

理
の
提
供
で
し
た
。
選
手
村
食
堂

の
食
事
が
合
わ
な
い
と
い
う
声
が

多
く
上
が
っ
て
き
た
こ
と
へ
の
対

応
で
し
た
。

補
食
で
は
炭
水
化
物
を
多
く
含

む
食
品
を
用
い
ま
す
。
練
習
後
や

試
合
後
に
で
き
る
だ
け
早
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す

る
こ
と
が
で
き
、
疲
労
軽
減
や
疲

労
か
ら
の
回
復
を
助
け
ま
す
。
今

回
は
、
リ
ン
ク
内
に
あ
る
ア
ス
リ
ー

ト
ラ
ウ
ン
ジ
や
選
手
村
の
食
堂
で

は
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
お

に
ぎ
り
」
を
作
り（
写
真
）、
ま
た
、

糖
質
補
給
用
の
「
ゼ
リ
ー
」
な
ど

も
準
備
し
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り
は

で
ん
ぷ
ん
で
腹
持
ち
が
よ
く
、
ゼ

リ
ー
は
二
糖
類
で
血
糖
値
が
す
ぐ

上
が
る
と
い
っ
た
よ
う
に
糖
質
の

タ
イ
プ
が
異
な
り
ま
す
。

選
手
は
練
習
後
、
大
会
前
に
想

定
し
て
い
た
以
上
に
頻
繁
に
サ
ポ
ー

ト
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
補

食
と
同
様
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な

る
炭
水
化
物
が
し
っ
か
り
と
れ
る

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
さ
ら
に

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
、ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
が
と
れ
る
こ
と
を
意
識

し
た
も
の
で
し
た
。
中
華
丼
、
親

子
丼
、
ビ
ビ
ン
バ
丼
な
ど
の
ど
ん

ぶ
り
も
の
に
ひ
じ
き
の
煮
物
、
切

干
だ
い
こ
ん
の
煮
物
、
五
目
煮
、

具
だ
く
さ
ん
の
汁
物
、
サ
ラ
ダ
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
し
ま
し

た
。
ご
は
ん
に
加
え
、
た
ん
ぱ
く
質

源
と
な
る
食
品
や
野
菜
が
と
れ
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
海
外
の

食
事
が
続
く
と
、食
事
量
が
減
り
、

体
力
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

こ
で
食
欲
増
加
を
目
的
に
カ
レ
ー

も
作
り
お
き
を
し
て
お
き
ま
し
た
。

選
手
村
に
は
、
こ
れ
ら
の
料
理
を

タ
ッ
パ
ー
で
持
ち
込
ん
だ
り
も
し

ま
し
た
。

試
合
直
前
に
な
る
と
多
く
の
選

手
が
体
を
絞
っ
て
き
ま
す
。
お
い

し
く
食
べ
、
か
つ
、
体
を
絞
る
。

内
容
は
家
庭
料
理
で
す
が
、
脂
質

を
多
く
摂
取
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
栄

養
サ
ポ
ー
ト
で
は
お
に
ぎ
り
を
作

る
な
ど
調
理
を
す
る
こ
と
が
よ
く

取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
管
理
栄
養
士
の
仕
事

の
一
つ
で
す
。
繰
り
返
し
に
な
り

ま
す
が
、
今
回
は
現
地
に
お
け
る

調
理
、
料
理
提
供
が
主
な
仕
事
と

な
り
ま
し
た
が
、
大
会
に
向
け
た

準
備
期
間
が
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
制
限
が
非
常
に
多
い
特

殊
な
環
境
下
に
お
け
る
特
別
な
サ

ポ
ー
ト
活
動
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
？

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
に
関
し
て

い
え
ば
、
体
調
を
崩
す
選
手
も
出

ず
、
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
実
力
ど

お
り
の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き

た
と
評
価
で
き
る
よ
う
で
す
。
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
何
よ

り
で
す
。
ま
た
、
そ
の
結
果
、
メ

ダ
ル
に
つ
な
が
り
、
正
直
な
と
こ

ろ
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

在
学
生
に
一
言

こ
れ
か
ら
管
理
栄
養
士
を
め
ざ

す
人
に
は
、
体
や
食
べ
物
に
関
す

る
知
識
を
身
に
付
け
、
多
く
の
経

験
を
積
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
多

く
の
知
識
を
習
得
し
、
状
況
に
よ
っ

て
理
論
立
て
て
い
く
こ
と
が
で
き

な
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
お
け

る
複
雑
な
問
題
に
対
応
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
現
場
で
は
ス
タ
ッ

フ
の
数
が
限
ら
れ
ま
す
。
各
分
野

の
専
門
家
が
そ
の
分
野
で
は
幅
の

広
い
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
私
が
お
こ
な
っ
た
よ
う

に
、
料
理
の
腕
も
栄
養
サ
ポ
ー
ト

に
は
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
重
要
性
は
こ

こ
数
年
で
定
着
し
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
栄
養
関
係
の
仕
事
と

し
て
人
気
も
上
が
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
見
す
る
と
華
や
か
な
世

界
で
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
活
動

は
地
味
で
、
残
念
な
が
ら
職
場
も

多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
狭
き
門
で

す
か
ら
、
勉
強
会
や
研
究
会
な
ど

を
通
じ
て
情
報
を
収
集
し
て
お
く

こ
と
、
管
理
栄
養
士
と
し
て
の
知

識
や
技
能
を
身
に
付
け
、
数
少
な

い
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
た
め
の

準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

教
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

教
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
年
二
月
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
行
わ
れ
た
第
二
十
一
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
で
は
、
日
本
チ
ー
ム
は
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男
子
五
百
メ
ー
ト
ル
で
の
銀
、
銅
メ
ダ

ル
を
皮
切
り
に
合
わ
せ
て
五
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
こ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
、（
財
）日
本

ス
ケ
ー
ト
連
盟
か
ら
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の
科
学
ス
タ
ッ
フ（
管
理
栄
養

士
）と
し
て
派
遣
さ
れ
た
人
間
栄
養
学
科
・
柳
沢
香
絵
先
生
か
ら
、
現
場
で

の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
の

仕
事
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
け
る

管
理
栄
養
士
の
役
割
と
は
？

準
備
期
間
の
仕
事
と
は
？

今
回
の
結
果
に
つ
い
て
は
？

在
学
生
に
一
言

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
期
間
中

の
仕
事
と
は
？

人
間
栄
養
学
科
講
師

柳
沢
香
絵
先
生

管
理
栄
養
士
と
し
て
選
手
を
支
え
る

競技会場（ロッカールーム）での補食

＊
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と
は
、（
財
）日

本
ス
ケ
ー
ト
連
盟
が
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
会
場
近
く
の
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
に
借
り
た
施
設
の
こ
と
。

滑
走
の
映
像
を
確
認
す
る
環
境

も
整
い
、
ス
ケ
ー
ト
靴
の
調
整

器
具
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
な

ど
も
備
え
て
い
た
。

管
理
栄
養
士
と
し
て
選
手
を
支
え
る

人
間
栄
養
学
科
講
師

柳
沢
香
絵
先
生

○
作
品
に
つ
い
て

制
作
の
き
っ
か
け
は
、
紙
粘
土

で
食
品
を
制
作
す
る
授
業
の
時

に
、
卒
業
研
究
で
は
も
っ
と
大
き

な
も
の
に
挑
戦
し
た
い
と
感
じ
た

か
ら
で
す
。
こ
の
作
品
の
面
白
い

点
は
、
食
べ
た
い
け
ど
、
実
際
は

食
べ
ら
れ
な
い
、
そ
こ
で
欲
望
が

湧
い
て
く
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
物
の
お
菓
子
を
観
察
し
て
作

り
ま
し
た
。
特
に
、
質
感
を
表
現

す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
ク
リ
ー

ム
を
造
る
た
め
の
水
分
を
多
く
含

ん
だ
紙
粘
土
が
あ
る
の
で
す
が
、

多
く
の
店
を
探
し
回
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
紙
粘
土
で
す
か
ら
、
す

ぐ
乾
い
て
し
ま
う
の
で
一
発
勝
負

で
す
。
制
作
期
間
は
半
年
く
ら
い

か
か
り
ま
し
た
。
大
き
い
作
品
で

す
か
ら
、
家
に
持
ち
帰
れ
な
い
の

で
、
細
か
い
部
分
は
家
で
作
り
、

学
校
で
毎
日
少
し
ず
つ
組
み
上
げ

ま
し
た
。

○
後
輩
に
一
言

今
ま
で
紙
粘
土
の
楽
し
み
は
、

「
作
る
」
こ
と
だ
け
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、「（
完
成
し

た
も
の
を
）見
る
」
こ
と
も
楽
し

み
の
一
つ
で
あ
る
と
発
見
し
ま
し

た
。
題
材
は
、
自
分
の
好
き
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
行
き
詰
っ
た
と
き

も
楽
し
ん
で
い
け
ま
す
。

児
童
学
部
児
童
学
科
お
よ
び
人
文
学
部
社
会
福
祉
学
科
四
年

生
に
よ
る
「
卒
業
研
究
美
術
作
品
展
」
が
、
二
月
四
日（
木
）か
ら

五
日（
金
）ま
で
、
大
学
八
号
館
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
作
品
数
は
、
お
よ
そ
七
十
点
あ
り
、
絵
本
、
玩
具
、

写
真
な
ど
、
保
育
の
現
場
で
す
ぐ
に
で
も
使
用
で
き
る
作
品
だ

け
で
な
く
、
芸
術
性
の
高
い
作
品
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回

は
三
作
品
に
つ
い
て
、
二
人
の
学
生
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

児
童
学
科
幼
稚
園
教
員
養
成
コ
ー
ス

四
年

酒
井
絵
里
奈
さ
ん

卒
業
研
究
美
術
作
品
展

学
生
の
ア
イ
デ
ア
あ
ふ
れ
る
力
作
が
集
結

児
童
学
科
・
社
会
福
祉
学
科

作
品
名
「
欲
望
の
塔
」

児
童
学
科
小
学
校
教
員
養
成
コ
ー
ス

四
年

岩
瀬
ゆ
り
え
さ
ん

作
品
名
「
ね
ん
ど
ぼ
う
や
」

「
は
っ
ぴ
い
あ
ー
と
」

○
作
品
に
つ
い
て

（
ね
ん
ど
ぼ
う
や
）

授
業
で
粘
土
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
造
り
、
そ
れ
を
日
常
の
空
間
に

置
い
て
写
真
を
撮
っ
た
の
が
、
と

て
も
面
白
く
、
こ
の
写
真
集
を
思

い
つ
き
ま
し
た
。
粘
土
で
作
っ
た

「
ぼ
う
や
」
と
「
犬
」
を
、
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ー
ン
に
置
い
て
撮
影
す
る

こ
と
で
、
場
所
、
背
景
を
見
つ
め

直
し
ま
し
た
。

特
に
、
一
般
の
写
真
集
の
よ
う

に
次
々
と
自
然
に
場
面
を
変
え
て

い
く
た
め
に
、
写
真
の
順
番
を
決

め
る
の
が
、
難
し
か
っ
た
で
す
。

（
は
っ
ぴ
い
あ
ー
と
）

こ
の
作
品
は
、
身
近
に
あ
る
も

の
を
ア
ー
ト
に
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、「
か
ら
だ
に
身
に
付
け

る
こ
と
で
新
し
い
も
の
が
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
み

ま
し
た
。

身
に
つ
け

る
材
料
は
、

全
て
百
円
シ

ョ
ッ
プ
で
買

い
、
子
ど
も
、

友
達
や
後
輩

さ
ら
に
、
家

族
に
も
参
加

し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
自

分
で
身
に
付

け
る
人
が
い

た
り
、
友
人

と
協
力
し
て
身
に
付
け
る
人
も
い

た
り
、
発
想
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

身
に
付
け
る
も
の
は
、
そ
の
場
に

あ
る
も
の
も
即
興
で
自
由
に
使

い
ま
す
。
最
初
は
戸
惑
う
人
も
い

ま
す
が
、
最
後
に
は
楽
し
ん
で

「
は
っ
ぴ
い
あ
ー
と
」
に
な
り
ま
し

た
。
日
常
と
違
っ
た
使
い
方
を
す

る
こ
と
が
面
白
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
ア
ー
ト
は
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
テ
ー
マ

で
も
あ
り
ま
す
。

○
後
輩
に
一
言

最
初
は
自
分
に
は
で
き
な
い
と

思
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
限
界
を

決
め
な
い
で
好
き
な
こ
と
を
や
る

方
が
、
よ
い
結
果
に
な
り
ま
す
。

私
は
イ
ン
ド
ア
タ
イ
プ
で
し
た

が
、
写
真
を
撮
る
こ
と
で
外
に
出

て
景
色
を
見
て
、
些
細
な
こ
と
で

も
面
白
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、

視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
欠
か
せ
な
い
存
在
、「
学

生
ス
タ
ッ
フ
」。
彼
女
た
ち
は
受

験
生
・
保
護
者
の
方
に
、
笑
顔
で

丁
寧
に
本
学
の
よ
さ
を
伝
え
て
く

れ
る
「
イ
ベ
ン
ト
の
ヒ
ロ
イ
ン
」

的
存
在
で
す
。

入
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
に

「
ヒ
ロ
イ
ン
」
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
う
学
生
に
、
例
年
春
と
秋
の

採
用
時
、
ス
タ
ッ
フ
業
務
の
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
こ

れ
に
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

「
考
え
ら
れ
る
ヒ
ロ
イ
ン
」
に
な

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。テ

ー
マ
は
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
は

来
校
者
に
何
を
与
え
ら
れ
る
の

か
？
」。

学
生
は
五
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ

で
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
ま
し
た
が
、
不
思
議
な
こ
と
に

ど
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
も
共
通
し
た

キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
安
心
感
」
で
す
。

受
験
生
は
進
路
決
定
の
際
、
多

く
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
ま
す
。

受
験
勉
強
の
こ
と
、
希
望
進
路
の

こ
と
、
大
学
生
活
の
こ
と
。
つ
い

数
年
前
ま
で
受
験
生
だ
っ
た
学
生

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
そ
れ
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
学
生
自
ら
、
職
員
の

お
仕
着
せ
で
な
い
「
ヒ
ン
ト
」
を

つ
か
ん
で
く
れ
た
よ
う
で
す
。

四
月
に
な
り
、
新
年
度
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
、

期
待
で
き
そ
う
で
す
！

次
代
の
「
イ
ベ
ン
ト
の
ヒ
ロ
イ
ン
」
を
！

学
生
ス
タ
ッ
フ
研
修

入
学
セ
ン
タ
ー

オープンキャンパス日程

、

4月18日（日）
13:00～16:00

5月2日（日）
10:30～17:00



第47号 （4）平成22年4月1日（木）

人
文
学
部

日
本
文
化
学

科
書
道
文
化

コ
ー
ス
を
は

じ
め
と
す
る

学
生
が
所
属

す
る
、
聖
徳

大
学
書
道
研

究
部
に
よ
る

「
平
成
二
十

一
年
度
聖
徳
大
学
書
道
研
究
部

展
」
が
、
二
月
三
日（
水
）か
ら

七
日（
日
）ま
で
、
松
戸
市
文
化

ホ
ー
ル
内
の
市
民
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
初
の
試
み
と
な
る

大
規
模
な
展
覧
会
で
、
研
究
部

に
所
属
す
る
日
本
文
化
学
科
、

児
童
学
科
、
人
間
栄
養
学
科
の

学
生
、
四
年
生
か
ら
一
年
生
ま

で
、
総
勢
二
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
賛
助
作
品
と
し

て
、
日
々
、
学
生
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
る
先
生
方
の
作
品
も
加

わ
り
、
と
て
も
華
や
か
な
展
覧

会
と
な
り
ま
し
た
。
出
展
総
数

は
、
三
十
七
点
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
は
「
漢
字
」「
か
な
」

「
篆
刻
」
と
、
非
常
に
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
書

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
同

時
に
、
そ
れ
ら
の
筆
跡
は
、
学

生
の
み
ず
み
ず
し
い
感
性
や
力

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し

た
。
当
日
は
、
来
場
者
一
人
ひ

と
り
に
作
品
の
解
説
を
す
る
学

生
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

開
催
に
際
し
て
、
部
長
の
郷

野
多
恵
子
さ
ん（
日
本
文
化
学

科
三
年
・
写
真
前
列
右
か
ら
二

人
目
）は
、「
多
く
の
人
に
『
書
』

と
い
う
も
の
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
初
の
試
み
と
し
て
企

画
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
女
性

の
み
な
の
で
設
営
作
業
な
ど
で

は
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

作
品
だ
け
で
は
な
く
、
聖
徳
祭

や
合
宿
で
の
写
真
を
掲
示
す
る

な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
」

と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

二
月
六
日（
土
）、
本
学
に
て
、

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
学
会

は
、
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学

科
文
芸
・
編
集
、
図
書
館
司
書
ブ

ラ
ン
チ
所
属
の
教
員
お
よ
び
学

生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
会

は
日
ご
ろ
の
研
究
成
果
を
発
表

す
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
学
生
の
卒
業
研
究
か
ら
、

浅
野
保
奈
美
さ
ん（
文
芸
・
編
集
、

二
年
）が
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
―
三
里
塚
小
学
校
三
十

年
の
軌
跡
　
家
庭
か
ら
地
域
社

会
、
そ
し
て
環
境
へ
―
」、
沓
澤

美
緒
さ
ん（
同
）が
「『
巨
人
の
星
』

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
涙
の
考
察
に

よ
る
大
人
と
子
供
の
違
い
―
」

を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
し
た
。

浅
野
さ
ん
は
、
母
校
で
あ
る

三
里
塚
小
学
校
の
三
十
年
分
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
聞
を
分
析
し
、
編
集

の
視
点
が
、
子
供
中
心
か
ら
地

球
規
模
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

沓
澤
さ
ん
は
、
漫
画
『
巨
人
の

星
』
の
涙
を
分
析
し
、
星
飛
雄
馬

の
流
す
涙
が
自
分
や
身
内
に
対

し
て
流
す
涙
が
ほ
と
ん
ど
で
、

他
者
の
た
め
に
涙
す
る
花
形
と

は
対
照
的
で
あ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
野
中
博
史
総
合
文

化
学
科
教
授
が
「
メ
デ
ィ
ア
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
取
得
と
思
考
・
感
情
の

形
成
―
」、
花
輪
茂
道
人
文
学
部

心
理
学
科
教
授
が
「
松
戸
の
歴

史
と
文
化
と
文
学
」
と
い
う
演

題
で
講
演
を
し
ま
し
た
。
野
中

教
授
は
、
新
聞
の
見
出
し
な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
人
間
が
い
か

に
騙
さ
れ
や
す
い
か
、
実
験
を

通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
ド

イ
ル
の
「（
人
は
）知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
、
事
実
の
方
を
曲

げ
が
ち
に
な
る
」
と
い
う
言
葉

を
引
用
し
、
情
報
へ
の
接
し
方

や
思
考
の
仕
方
に
潜
む
危
険
性

を
指
摘
し
ま
し
た
。
花
輪
教
授

は
定
年
を
迎
え
、
最
終
講
義
と

し
て
、
松
戸
の
歴
史
や
文
化
に

か
か
わ
る
逸
話
を
紹
介
し
ま
し

た
。今

回
は
学
会
と
し
て
初
め
て

メ
デ
ィ
ア
学
や
漫
画
論
が
登
場

し
ま
し
た
。
本
学
会
の
さ
ら
な

る
研
究
の
進
展
と
広
が
り
が
期

待
で
き
ま
す
。

総
合
文
化
学
科

「
短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
」

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

浅野保奈美さん

沓澤美緒さん

花輪茂道教授 野中博史教授

学
生
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
力
作
が
集
結

書
道
研
究
部

■
附
属
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
、
首

都
大
学
東
京
、
上
智
大
学
、
東
京

理
科
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
中

央
大
学
、法
政
大
学
、明
治
大
学
、

立
教
大
学
、
津
田
塾
大
学
、
東
京

女
子
大
学
、
日
本
女
子
大
学
、
国

学
院
大
学
、
成
蹊
大
学
、
成
城
大

学
、
獨
協
大
学
、
武
蔵
大
学
、
駒

澤
大
学
、
東
洋
大
学
、
日
本
大

学
、
東
京
音
楽
大
学
、
桐
朋
学
園

大
学
、
国
立
音
楽
大
学
、
武
蔵

野
音
楽
大
学
、
洗
足
学
園
音
楽

大
学
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

桜
美
林
大
学
、
大
阪
芸
術
大
学
、

大
妻
女
子
大
学
、
神
田
外
語
大

学
、
京
都
女
子
大
学
、
共
立
女

子
大
学
、
恵
泉
女
学
園
大
学
、
国

士
舘
大
学
、
実
践
女
子
大
学
、
順

天
堂
大
学
、
尚
美
学
園
大
学
、

昭
和
女
子
大
学
、
白
百
合
女
子

大
学
、
清
泉
女
子
大
学
、
大
正
大

学
、
大
東
文
化
大
学
、
高
千
穂
大

学
、
拓
殖
大
学
、
玉
川
大
学
、
千

葉
商
科
大
学
、
中
央
学
院
大
学
、

帝
京
科
学
大
学
、
帝
京
平
成
大

学
、
デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大

学
、
東
京
家
政
大
学
、
東
京
電
機

大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
東
邦
大

学
、
東
洋
学
園
大
学
、
日
本
女
子

体
育
大
学
、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
、
文
化
女
子
大
学
、
文
教
大

学
、
明
海
大
学
、
立
正
大
学
、
青

山
学
院
女
子
短
期
大
学
、
共
立

女
子
短
期
大
学
、
自
由
が
丘
産

能
短
期
大
学
、
淑
徳
短
期
大
学
、

女
子
栄
養
大
学
短
期
大
学
部
、

女
子
美
術
大
学
短
期
大
学
部
、

杉
野
服
飾
短
期
大
学
、
東
京
農

業
大
学
短
期
大
学
部
、
日
本
体

育
大
学
女
子
短
期
大
学
部
、
立

教
女
学
院
短
期
大
学

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、
聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、
筑
波
大
学
、
茨
城
大
学
、

茨
城
県
立
医
療
大
学
、
法
政
大

学
、
関
西
大
学
、
日
本
大
学
、
東

洋
大
学
、
専
修
大
学
、
京
都
女
子

大
学
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
、
実

践
女
子
大
学
、
淑
徳
大
学
、
順
天

堂
大
学
、
杉
野
服
飾
大
学
、
洗
足

学
園
音
楽
大
学
、
大
東
文
化
大

学
、
つ
く
ば
国
際
大
学
、
帝
京
大

学
、
東
京
音
楽
大
学
、
東
京
女
子

医
科
大
学
、
東
京
女
子
体
育
大

学
、
常
磐
大
学
、
日
本
医
療
科
学

大
学
、
日
本
女
子
体
育
大
学
、
日

本
体
育
大
学
、
日
本
薬
科
大
学
、

文
化
女
子
大
学
、
武
蔵
野
音
楽

大
学
、
明
海
大
学
、
流
通
経
済
大

学
、
和
光
大
学
、
昭
和
音
楽
大
学

短
期
大
学
部
、
東
京
女
子
体
育

短
期
大
学
、
常
磐
短
期
大
学
、
日

本
体
育
大
学
短
期
大
学
部
、
日

本
大
学
短
期
大
学
部
、
文
化
女

子
大
学
短
期
大
学
部

■
附
属
小
学
校

●
男
子

郁
文
館
中
学
校
、
市
川
中
学
校
、

上
野
学
園
中
学
校
、
栄
光
学
園

中
学
校
、
江
戸
川
学
園
取
手
中

学
校
、
海
城
中
学
校
、
開
成
中
学

校
、
開
智
中
学
校
、
春
日
部
共
栄

中
学
校
、
慶
應
義
塾
中
等
部
、
京

華
中
学
校
、
埼
玉
栄
中
学
校
、
栄

東
中
学
校
、
芝
中
学
校
、
渋
谷
教

育
学
園
幕
張
中
学
校
、
秀
明
中

学
校
、
常
総
学
院
中
学
校
、
昭
和

学
院
中
学
校
、
巣
鴨
中
学
校
、
聖

学
院
中
学
校
、
専
修
大
学
松
戸

中
学
校
、
多
摩
大
学
目
黒
中
学

校
、
土
浦
日
本
大
学
中
等
教
育

学
校
、
東
海
大
学
付
属
浦
安
高

等
学
校
中
等
部
、
東
京
成
徳
大

学
中
学
校
、
東
邦
大
学
付
属
東

邦
中
学
校
、
獨
協
中
学
校
、
獨
協

埼
玉
中
学
校
、
那
須
高
原
海
城

中
学
校
、
成
田
高
等
学
校
付
属

中
学
校
、
日
本
大
学
第
一
中
学

校
、
日
本
大
学
豊
山
中
学
校
、
日

出
学
園
中
学
校
、
目
黒
学
院
中

学
校
、
安
田
学
園
中
学
校
、
横
浜

中
学
校
、
ラ
・
サ
ー
ル
中
学
校
、

立
教
新
座
中
学
校
、
麗
澤
中
学

校
、
早
稲
田
中
学
校

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
、

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子

中
学
校
、
郁
文
館
中
学
校
、
市
川

中
学
校
、
浦
和
実
業
学
園
中
学

校
、
江
戸
川
学
園
取
手
中
学
校
、

江
戸
川
女
子
中
学
校
、
大
妻
中

学
校
、
開
智
中
学
校
、
か
え
つ
有

明
中
学
校
、
春
日
部
共
栄
中
学

校
、
共
栄
学
園
中
学
校
、
慶
應
義

塾
中
等
部
、
麹
町
学
園
女
子
中

学
校
、
国
府
台
女
子
学
院
中
学

部
、
香
蘭
女
学
校
中
等
科
、
栄
東

中
学
校
、
志
学
館
中
等
部
、
実
践

女
子
学
園
中
学
校
、
常
総
学
院

中
学
校
、
女
子
学
院
中
学
校
、
女

子
聖
学
院
中
学
校
、
駿
台
学
園

中
学
校
、
千
代
田
区
立
九
段
中

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

合
格

本
年
度
も
、
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
を
は
じ
め
、
多
く
の
大
学
・
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小
学
校
な
ど
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。

等
教
育
学
校
、
土
浦
日
本
大
学

中
等
教
育
学
校
、
東
京
女
学
館

中
学
校
、
獨
協
埼
玉
中
学
校
、
普

連
土
学
園
中
学
校
、
山
脇
学
園

中
学
校
、
麗
澤
中
学
校
、
和
洋
国

府
台
女
子
中
学
校

■
附
属
四
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、
開
智

小
学
校
、
帝
京
小
学
校
、
つ
く
ば

国
際
大
学
東
風
小
学
校
、
成
田

高
等
学
校
付
属
小
学
校
、
日
出

学
園
小
学
校

■
三
田
三
園

暁
星
小
学
校
、
慶
應
義
塾
幼
稚

舎
、
晃
華
学
園
小
学
校
、
清
明
学

園
初
等
学
校
、
東
京
学
芸
大
学

附
属
竹
早
小
学
校
、
東
京
女
学

館
小
学
校
、
東
京
創
価
小
学
校
、

桐
光
学
園
小
学
校
、
宝
仙
学
園

小
学
校
、
立
教
女
学
院
小
学
校
、

和
光
小
学
校
、
早
稲
田
実
業
学

校
初
等
部

合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
二
十
六
日
現
在
）

校名変更のお知らせ
聖徳大学附属中学校、聖徳大学附属高等学校と聖徳大学附属聖徳中学校、
聖徳大学附属聖徳高等学校は平成２２年４月１日より学校名を変更しました。

新校名により、一層地域との連携と、女子教育の充実を目指します。

聖徳大学附属中学校 聖徳大学附属女子中学校⇒聖徳大学附属高等学校 聖徳大学附属女子高等学校

聖徳大学附属聖徳中学校 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校⇒聖徳大学附属聖徳高等学校 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校
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幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

二
月
十
九
日（
金
）、
全
国
保

育
士
養
成
協
議
会
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
協
議
会
第
二
十
三
回
学

生
研
究
発
表
会
が
、
東
京
豊
島

区
に
あ
る
昭
和
高
田
馬
場
ビ

ル
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
、
専
門
学
校
で
第
五
十

三
回
学
生
研
究
発
表
会
が
行

わ
れ
、
そ
の
中
か
ら
「
視
聴
覚

グ
ル
ー
プ
」「
環
境
グ
ル
ー
プ
」

が
、
今
回
の
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
、
当
日
、
視
聴
覚
グ
ル
ー

プ
は
「
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
世

界
」、
環
境
グ
ル
ー
プ
は
「
子

ど
も
と
小
動
物
等
の
か
か
わ

り
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
ま
し

た
。
発
表
の
仕
方
を
工
夫
し
、

両
グ
ル
ー
プ
と
も
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
で
の
発
表
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
部
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
画
面
が
映
し
出

さ
れ
な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
慌
て
る

様
子
も
見
せ
ず
に
、
き
ち
ん
と

発
表
し
続
け
た
学
生
た
ち
の

姿
は
立
派
で
し
た
。

保
育
の
現
場
で
も
、
子
ど
も

た
ち
と
の
活
動
の
中
で
、
瞬
時

に
判
断
を
必
要
と
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
落
ち
着
い
て
対

処
し
た
こ
の
経
験
は
、
必
ず
生

き
て
い
き
ま
す
。
各
大
学
の
代

表
者
と
共
に
発
表
す
る
機
会

を
得
て
、
一
人
ひ
と
り
の
土
台

を
よ
り
強
固
に
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
発
表
体
験
も

二
月
二
十
五
日（
木
）、
一
部

一
年
生
と
二
部
二
年
生
は
施
設

実
習
の
一
環
と
し
て
施
設
見
学

を
行
い
ま
し
た
。
学
生
は
二
班

に
分
か
れ
、
一
方
は
、
神
奈
川

県
川
崎
市
に
あ
る
知
的
障
害
児

施
設
の
し
い
の
木
学
園
を
、
他

方
は
、
千
葉
県
柏
市
に
あ
る
知

的
障
害
児
施
設
の
桐
友
学
園
と

障
害
者
支
援
施
設
の
沼
南
育
成

園
を
訪
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
は
、
ま

ず
施
設
長
か
ら
施
設
や
利
用
者

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
後
、

実
際
に
利
用
者
が
施
設
内
で
作

業
し
て
い
る
様
子
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沼
南
育

成
園
の
山
崎
正
春
施
設
長
か
ら

は
、「
障
害
者
施
設
で
の
実
習
は
、

保
育
の
視
野
を
広
げ
、
人
に
対

す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。
将
来
、

保
育
の
実
践
す
る
上
で
必
ず
役

に
立
つ
で
し
ょ
う
」
な
ど
貴
重

な
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
沼
南
育
成
園
の
作

業
部
で
は
、
外
部
か
ら
の
受
注

で
紙
袋
の
組
み
立
て
を
行
う
作

業
や
、
電
線
の
被
覆
を
カ
ッ
タ
ー

で
は
ぎ
、
銅
を
取
り
出
し
て
い

る
作
業
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
障
害
者
に

よ
っ
て
は
、
一
つ
の
作
業
を
習
得

す
る
の
に
何
ヶ
月
も
か
か
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
職
員

の
方
が
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に

教
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ム
ー

ズ
に
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
初
め
て
取
り
組
む
実

習
生
よ
り
は
、
ず
っ
と
早
く
作

業
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

「
障
害
者
と
か
か
わ
る
と
き
、

何
か
気
を
つ
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
」
と
い
う
学
生
か
ら
の

質
問
に
対
し
て
、
山
崎
施
設
長

か
ら
「
障
害
に
と
ら
わ
れ
な
い

で
、
人
を
見
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
ま
し
た
。

八
月
に
行
わ
れ
る
施
設
実
習

に
向
け
て
、
と
て
も
有
意
義
な
体

験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
研
究
発
表
会

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
他
校
の
人

が
何
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

の
か
お
互
い
に
聞
き
あ
っ
た

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
の

道
に
携
わ
る
上
で
栄
養
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

施
設
見
学
実
習

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

一
月
六
日（
水
）〜
八
日（
金
）

に
、
長
野
県
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

場
で
千
葉
県
中
高
・
高
校
総
体

ス
キ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
大
回

転
競
技
・
回
転
競
技
に
お
い
て

宮
嶋
和
さ
ん（
中
三
）が
四
位
・

二
位
、
遠
藤
み
な
み
さ
ん（
高

三
）が
一
位
・
二
位
と
好
成
績

を
収
め
、
二
人
と
も
三
年
連
続

で
全
国
大
会
出
場
が
決
ま
り

ま
し
た
。
第
四
十
七
回
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
で
は
残
念

な
が
ら
結
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
月

三
日（
水
）〜
八
日（
月
）、
北
海

道
富
良
野
ス
キ
ー
場
で
行
わ

れ
た
平
成
二
十
一
年
度
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、
連
日
マ
イ

ナ
ス
２０
℃
と
い
う
厳
し
い
条

件
の
中
、
遠
藤
さ
ん
は
、
大
回

転
７５
位
、
回
転
７６
位（
出
場
百

八
十
名
）と
健
闘
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
遠
藤
さ
ん
は
二
月

二
十
日（
土
）か
ら
札
幌
市
で

行
わ
れ
た
第
六
十
五
回
国
体

冬
季
ス
キ
ー
競
技
会
に
も
県

代
表
と
し
て
出
場
し
、
四
十
八

位（
出
場
百
十
八
名
）と
奮
闘

し
ま
し
た
。
本
校
ス
キ
ー
部
は

現
在
、
中
・
高
合
わ
せ
て
四
名

と
少
数
で
す
が
、
雪
な
し
県
の

ハ
ン
デ
を
克
服
し
、
雪
国
の
選

手
に
追
い
つ
け
追
い
越
せ
を

合
言
葉
に
こ
れ
か
ら
も
ト
レ
ー

全
中
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場（
ス
キ
ー
部
）

第
二
十
五
回
卒
業
演
奏
会（
音
楽
科
）

一
月
十
一
日（
月
・
祝
）、
ア
ミ
ュ

ゼ
柏
ク
リ
ス
タ
ル
・
ホ
ー
ル
に
て

高
校
音
楽
科
第
二
十
五
回
卒
業

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
春
卒
業
予
定
の
二
十
一
名
全

員
が
、
色
と
り
ど
り
の
ド
レ
ス

で
独
奏
・
独
唱
・
作
品
発
表
を
行

い
、
最
後
に
全
員
で
「
ア
ヴ
ェ
・

ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
」「
愛
は

花
、
君
は
そ
の
種
子
」
の
二
曲

を
合
唱
い
た
し
ま
し
た（
指
揮
・

鈴
木
純
子
先
生
、
ピ
ア
ノ
・
加

藤
隆
司
先
生
）。
二
百
人
を
超

え
る
方
々
の
前
で
の
ソ
ロ
発
表

は
緊
張
す
る
ス
テ
ー
ジ
で
す

が
、
皆
堂
々
と
練
習
の
積
み
重

ね
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
糧
と
し
て
、
生
徒

た
ち
が
さ
ら
に
た
く
ま
し
く
成

長
す
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
の
第
二
十
六

回
卒
業
演
奏
会
は
平
成
二
十
三

年
一
月
十
日（
月
・
祝
）に
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

インターハイ大回転競技　遠藤みなみさん 全中回転競技　宮嶋和さん

二
月
十
三
日（
土
）〜
二
月
二

十
二
日（
月
）ま
で
、
栄
養
学
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

国
際
経
験
の
第
一
歩
と
し
て
世

界
を
リ
ー
ド
す
る
ア
メ
リ
カ
合

衆
国（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）を
訪
問
し
ま

し
た
。

雨
期
に
当
た
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
現
地
の
方
が
驚

く
ほ
ど
天
候
に
恵
ま
れ
、
快
適

な
研
修
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

管
理
栄
養
士
免
許
の
取
得
過

程
・
ス
ー
パ
ー
に
お
け
る
商
品

の
違
い
、
厨
房
見
学
な
ど
、
研

修
内
容
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
中
で
も
特
に
食
事
摂
取

の
方
法
に
つ
い
て
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
一
般
家
庭
に
お

け
る
食
事
摂
取
は
、
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に

行
く
、
ま
た
は
ス
ー
パ
ー
で
ピ

ザ
や
ラ
ザ
ニ
ア
な
ど
の
既
製

品
・
冷
凍
食
品
な
ど
を
購
入
す

る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
お

り
、
ほ
と
ん
ど
手
料
理
は
し
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
も

販
売
さ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
高

値
で
あ
る
こ
と
か
ら
低
所
得
の

方
々
は
、
よ
り
安
価
な
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
の
利
用
頻
度
が

多
く
な
り
、
比
例
し
て
肥
満
者

の
割
合
も
急
激
に
増
加
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

食
べ
歩
き
は
日
常
茶
飯
事
で
、

一
回
の
摂
取
量
が
と
て
も
私
た

ち
で
は
食
べ
き
る
こ
と
が
で
き

な
い
ほ
ど
多
い
の
が
特
徴
の
一

つ
で
す
。

家
庭
で
調
理
を
す
る
こ
と
が

な
い
た
め
か
、
管
理
栄
養
士
は

日
本
の
よ
う
に
厨
房
で
調
理
を

す
る
こ
と
は
な
く
、
衛
生
管
理

な
ど
を
主
に
行
う
と
伺
い
、
相

違
点
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

国
に
よ
り
、
築
か
れ
て
き
た

文
化
が
異
な
る
と
い
う
こ
と

は
、
も
と
よ
り
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
今
回
研
修

に
参
加
し
、
自
身
の
目
で
見
て

体
験
し
た
こ
と
で
、
よ
り
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
今
後
の
生
活
に
こ
の

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し

て
い
き
た
い
で
す
。
充
実
し
た

研
修
生
活
を
送
れ
た
こ
と
を
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
研
修
を
終
え
て

海外研修報告

人
間
栄
養
学
科
２
年

元
島
由
未
さ
ん

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
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附
属
小
学

校
で
は
毎
年

一
月
に
な
る

と
、
各
ク
ラ

ス
で
長
な
わ

跳
び
の
練
習

が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
は

体
力
や
運
動
感
覚
を
養
う
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り

ク
ラ
ス
内
の
結
束
を
強
め
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

冷
た
い
風
が
吹
き
、
身
も
心

も
凍
え
そ
う
な
中
、
長
な
わ
記

録
会
が
一
月
二
十
八
日（
木
）に

行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
と

て
も
元
気
で
、
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
大

き
な
声
で
回
数
を
数
え
た
り
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
と
る
声
を
出
し

た
り
と
一
生
懸
命
な
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
が
一
つ
と
な

っ
た
す
て
き
な
記
録
会
に
な
り

ま
し
た
。

い
つ
も
は
こ
れ
で
終
わ
り
と

な
り
ま
す
が
、
今
年
か
ら
は
「
短

な
わ
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
を
始

め
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
代
表
者

一
名
が
、
全
校
の
前
で
短
な
わ

の
技
を
紹
介
し
ま
し
た
。
代
表

者
の
名
前
を
呼
ぶ
と
、
自
然
と

拍
手
や「
頑
張
れ
」な
ど
の
声
援
も

聞
こ
え
て
、温
か
い
雰
囲
気
の
中
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
二
重
跳
び
は
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
一
年
生
も

練
習
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

か
っ
こ
い
い
姿
を
見
せ
、
達
成

感
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
技
の

見
せ
る
と
、
頑
張
っ
た
代
表
全
員

に
向
け
て
大
き
な
拍
手
が
起
き

ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
友
達

の
協
力
、
そ
し
て
、
ほ
め
合
っ
た

り
真
似
し
合
っ
た
り
と
、
和
の

心
を
十
分
に
発
揮
し
た
最
高
の

記
録
会
に
な
り
ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●附
属
第
二
幼
稚
園

一
月
二
十
日（
水
）、
聖
徳
大

学
川
並
香
順
記
念
講
堂
で
毎
年

恒
例
の
「
吹
奏
楽
の
夕
べ
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
は
、

三
年
生
、
四
年
生
、
吹
奏
楽
ク
ラ

ブ
が
代
表
と
し
て
出
演
し
ま
し

た
。
曲
目
は
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
歌
劇
『
ト
ス
カ
』
よ
り
」、

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
と
合
唱
団
に
よ
る

「
あ
り
が
と
う
」「
夢
の
太
陽
」

の
三
曲
で
す
。

合
唱
の
練
習
は
、
二
学
期
か

ら
音
楽
の

授
業
を
利

用
し
て
始

ま
り
ま
し

た
。
初
め
は

歌
う
の
が

難
し
く
、
児

童
た
ち
も
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
何
回
も
歌
っ
て
い
く
う
ち

に
こ
の
曲
が
大
好
き
に
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
で
、
自
然
と
笑
顔

で
歌
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
。
舞
台
に
上

が
る
前
の
児
童
た
ち
か
ら
は
緊

張
し
な
が
ら
も
、
楽
し
も
う
と

す
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
の
さ
わ
や
か
な

演
奏
の
後
、
総
勢
百
七
十
三
名

の
合
唱
団
が
舞
台
上
に
並
ん
だ

姿
は
迫
力
が
あ
り
、
い
つ
も
教

室
で
見
る
児
童
た
ち
よ
り
も
と

て
も
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

「
夢
の
太
陽
は
こ
の
手
に
つ
か
ま

れ
る
の
を
待
っ
て
る
」
と
い
う

最
後
の
歌
詞
の
と
こ
ろ
で
は
、

児
童
た
ち
の
全
力
の
歌
声
が
会

場
に
響
き
渡
り
、
と
て
も
力
強

い
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

音
楽
担
当
の
檜
貝
道
郎
教
諭

か
ら
の
「
練
習
ど
お
り
の
発
表

を
」
と
い
う
指
導
の
も
と
、
今
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
小

さ
な
出
演
者
た
ち
。「
と
て
も
気

持
ち
よ
か
っ
た
で
す
」「
た
く
さ

ん
の
拍
手
が
も
ら
え
て
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」
と
い
う
感
想

や
、
一
人
ひ
と
り
の
表
情
か
ら

や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感
と

自
信
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
自
分

の
夢
へ
向
か
っ
て
頑
張
ろ
う
と
す

る
気
持
ち
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
が
平
成
十
年
度

か
ら
特
別
参
加
し
て
い
る
、
神

奈
川
県
私
立
小
学
校
児
童
造
形

展
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
創

設
し
た
千
葉
県
私
立
小
学
校
造

形
展
﹇
二
月
二
十
五
日（
木
）か

ら
三
月
二
日（
火
）﹈
も
、
第
三
回

を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
校
は
わ

ず
か
八
校
で
す
が
、
来
場
者
数

は
千
五
百
六
十
人
、
出
品
点
数

は
二
千
三
百
四
十
四
点
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
の
展
示
の
特
色

は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
方
針

の
一
つ
、「
ど
の
教
科
で
も
国
語

力
を
高
め
る
」
こ
と
を
図
工
で

取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表
し
た

こ
と
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、
授
業

の
感
想
な
ど
を
書
く
「
図
工
ノ

ー
ト
」
の
展
示
で
す
。
体
験
を
言

葉
で
振
り
返
っ
た
ノ
ー
ト
を
、

作
品
と
一
緒
に
並
べ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

の
造
形
展

は
、
作
品

展
示
だ
け

で
な
く
、

学
習
の
過

程
が
分
か

る
よ
う
に

す
る
こ
と

で
理
解
を

得
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
次
回
の
第
四
回

に
は
、
授
業
で
の
児
童
の
様
子

や
、
指
導
者
の
思
い
が
伝
わ
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
放
映
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

学
校
数
の「
少
な
さ
」
や
歴
史

の
「
浅
さ
」
を
逆
に
生
か
し
た

こ
の
造
形
展
の
進
化
に
、
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

表
現
あ
そ
び

「
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の
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み
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」
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進
化
す
る
造
形
展
へ

―
第
三
回
千
葉
県
私
立
小
学
校
造
形
展
―

ク
ラ
ス
の
「
集
団
力
」
を
育
て
る

〜
長
な
わ
記
録
会
〜

立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
二
月
の
中
旬
、

幼
稚
園
の
花
壇
に
黄
色
・
ピ
ン

ク
・
ブ
ル
ー
の
ビ
オ
ラ
の
花
が

咲
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
、

「
身
近
な
花
や
緑
に
親
し
む
こ

と
に
よ
り
、
生
命
あ
る
も
の
へ

の
優
し
さ
や
愛
お
し
さ
を
感
じ

る
豊
か
な
心
を
培
う
教
育
」
と

し
て
の
『
花
育
』
に
、
昨
年
十
一

月
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人Im

agin

の

ご
協
力
を
得
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

小
春
日
和
の
十
一
月
六
日

（
金
）に
四
歳
児
、
五
歳
児
の
園

児
が
ジ
ョ
ウ
ロ
や
ス
コ
ッ
プ
を

手
に
園
庭
に
集
ま
り
ま
し
た
。

千
葉
大
学
園
芸
学
部
を
卒
業

し
、「
花
」
の
専
門
家
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
高
橋
黄
穂
美
さ

ん
に
ビ
オ
ラ
の
植
え
方
や
育
て

方
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ

き
、
年
長
児
は
花
壇
に
、
年
中

児
は
ク
ラ
ス
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ビ

オ
ラ
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
わ

ず
か
、
一
セ
ン
チ
四
方
の
ポ
ッ
ト

の
中
に
双
葉
の
間
か
ら
本
葉
が

出
た
ば
か
り
の
ビ
オ
ラ
の
苗

を
、
お
で
こ
を
つ
き
合
わ
せ
覗

き
込
ん
だ
園
児
が
不
思
議
そ
う

に
、「
こ
ん
な
に
小
さ
く
て
お
花

咲
く
の
？
」
と
質
問
し
て
い
ま

し
た
。
小
さ
な
苗
二
百
株
を
大

切
に
指
で
つ
ま
ん
で
花
壇
や
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
な
が
ら
、「
き

れ
い
な
お
花
が
咲
き
ま
す
よ
う

に
」
と
苗
に
声
を
か
け
て
い
ま

し
た
。

花
壇
に
は
ビ
オ
ラ
の
ほ
か
に

イ
チ
ゴ
、
キ
ン
ギ
ョ
草
、
な
で

し
こ
、
西
洋
パ
セ
リ
、
カ
モ
ミ

ー
ル
、
つ
わ
ぶ
き
な
ど
一
年
を

通
し
て
草
花
と
親
し
め
る
よ
う

に
と
た
く
さ
ん
の
苗
を
植
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ジ
ョ
ウ
ロ
を
手
に

花
壇
に
お
水
を
あ
げ
る
園
児
の

姿
が
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
が
明

け
た
二
月
、「
先
生
、
ビ
オ
ラ
が

咲
い
た
よ
」
と
宝
も
の
を
発
見

し
た
よ
う
に
知
ら
せ
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
ど
ん
な

お
花
が
咲
く
の
か
な
」「
本
当

に
花
が
咲
く
の
か
な
」「
お
花

は
、
お
水
が
ご
は
ん
な
ん
だ
よ
」

な
ど
と
言
っ
て
い
た
園
児
た
ち
。

二
月
の
花
壇
に
咲
い
た
花
を
本

当
に
う
れ
し
そ
う
に
見
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
園
児
た
ち
か
ら

命
あ
る
も
の
へ
の
優
し
さ
や
愛

お
し
さ
を
感
じ
、
本
格
的
な
春

の
到
来
を
心
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

「
お
花
が
咲
い
た
よ
！
」

『
花
育
』に
取
り
組
ん
で

附
属
幼
稚
園

イ
マ
ジ
ン

二
月
七
日（
日
）、
表
現
あ
そ

び
「
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」
が

聖
徳
大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
子
育
て
支
援
・
に
こ
に
こ
ル
ー

ム
」
の
満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
も

リ
ズ
ム
あ
そ
び
を
披
露
し
ま
し

た
。
絵
本
「
マ
マ
、
だ
い
す
き
」

を
題
材
に
取
り
上
げ
、
教
員
が

リ
ズ
ム
構
成
を
し
て
、
一
年
間

計
画
的
に
練
習
を
積
み
重
ね
て

発
表
し
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は

か
わ
い
い
衣
装
を
身
に
付
け
、

う
さ
ぎ
、
猫
、
猿
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
登
場
人
物
に
な
り
き
っ

て
、
小
さ
な
身
体
を
元
気
い
っ

ぱ
い
動
か
し
、
手
あ
そ
び
を
し

た
り
、
身
体
表
現
を
楽
し
み
ま

し
た
。
特
に
、「
マ
マ
ー
、
だ
い

す
き
ー
」
と
言
う
せ
り
ふ
の
場

面
で
は
、「
わ
ぁ
ー
、
か
わ
い
い
」

の
歓
声
と
共
に
た
く
さ
ん
の
温

か
い
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。
初

め
て
の
大
き
な
舞
台
、
色
と
り

ど
り
の
照
明
、
会
場
い
っ
ぱ
い

の
お
客
様
、
園
児
た
ち
に
と
っ

て
全
て
が
普
段
と
は
異
な
る
環

境
の
中
で
本
領
発
揮
で
き
る
だ

ろ
う
か
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま

し
た
が
、
み
ん
な
満
面
の
ほ
ほ

笑
み
で
喜
ん
で
演
じ
て
い
る
姿

に
安
堵
し
ま
し
た
。

満
三
歳
児
パ
ン
ダ
組
は
、
幼

稚
園
生
活
の
中
で
た
く
さ
ん
の

友
達
と
の
あ
そ
び
や
他
学
年
の

ク
ラ
ス
と
の
か
か
わ
り
を
通
し

て
、
集
団
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な

約
束
事
を
覚
え
た
り
、
衣
服
の

着
脱
、
排
泄
、
食
事
な
ど
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
自
立
に
向
け

て
一
年
間
指
導
し
て
き
ま
し

た
。
親
元
を
離
れ
ら
れ
ず
に
泣

い
て
い
た
姿
、
オ
ム
ツ
を
し
て

い
た
姿
、
一
人
で
身
の
回
り
の

こ
と
が
で
き
ず
に
泣
い
て
い
た

姿
を
振
り
返
る
と
、
心
身
の
大

き
な
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

舞
台
上
か
ら
の
「
マ
マ
ー
、

大
好
き
」
の
園
児
た
ち
の
声
が
、

き
っ
と
お
母
様
方
の
心
に
響
い

た
と
思
い
ま
す
。

は
な
い
く
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桜
の
花
が
満
開
に
咲
き
誇

る
中
、
幼
稚
園
で
は
「
入
園

式
・
進
級
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

新
入
園
児
た
ち
は
、
真
新
し
い

大
き
な
制
服
に
身
を
包
み
、
保

護
者
の
方
と
手
を
つ
な
ぎ
、
不

安
や
緊
張
で
表
情
が
少
し
硬

く
な
り
な
が
ら
登
園
し

て
き
ま
す
。
進
級
園
児

は
、
新
し
い
ク
ラ
ス
、
友

達
や
先
生
に
期
待
を
持

ち
、
一
つ
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
に
な
っ
た
こ
と

を
喜
び
、
登
園
し
て
き

ま
す
。
玄
関
で
は
ク
ラ

ス
発
表
を
見
て
、「
○
○

ち
ゃ
ん
一
緒
だ
ね
」
と
、

喜
び
の
声
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
る
入
園
式
・
進
級
式
で

は
、
新
入
園
児
た
ち
は
、

保
護
者
の
方
か
ら
離
れ

ら
れ
ず
、
涙
を
流
す
姿
や
立
ち

歩
い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
隣
で

進
級
園
児
が
き
ち
ん
と
椅
子

に
座
り
、
大
き
な
声

で
返
事
を
し
て
い
る

姿
に
、
一
、
二
年
の
幼

稚
園
生
活
の
経
験
の

大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。

式
の
中
で
は
、
副
学

園
長
、
園
長
先
生
、
来

賓
の
先
生
の
お
話
を

聞
い
た
り
、
園
長
先

生
よ
り
新
し
い
ク
ラ

ス
の
先
生
の
発
表
が

行
わ
れ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
後
は
、
先
生
と

一
緒
に
手
あ
そ
び
を

し
て
遊
び
ま
す
。
そ

れ
ま
で
泣
い
て
い
た

園
児
た
ち
も
、
笑
顔

に
な
り
、
一
緒
に
手

あ
そ
び
を
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
式

後
に
は
、
ど
の
園
児

た
ち
も
す
て
き
な
笑

顔
を
見
せ
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
幼
稚
園
生
活
に
い
ろ
い
ろ

な
期
待
を
持
ち
な
が
ら
、
元
気

に
降
園
し
て
い
き
ま
す
。
園
児

た
ち
に
と
っ
て
、
期
待
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
の
入
園
式
・
進
級
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
オ
ニ
は
そ
と
」「
フ
ク
は
う

ち
」
と
、
二
月
三
日（
水
）、
節
分

の
日
、
幼
稚
園
ホ
ー
ル
で
は
元

気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

全
園
児
で
豆
ま
き
会
を
行
っ
た

の
で
す
。
園
児
た
ち
は
登
園
し

て
き
た
時
か
ら
、「
今
日
は
豆
ま
き

す
る
？
」「
鬼
が
来
る
ん
で
し
ょ
」

「
豆
を
投
げ
て
鬼
を
や
っ
つ
け

る
ん
だ
」
な
ど
、
は
り
き
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
に
全
園
児
が
そ
ろ

い
、
節
分
の
由
来
の
お
話
を
聞

き
、「
み
ん
な
の
心
の
中
に
い
る

悪
い
鬼
も
追
い
出
し
ま
し
ょ
う

ね
」
と
言
わ
れ
る
と
、「
は
ー
い
」

と
元
気
よ
く
答
え
て
い
た
も
の

の
、
音
楽
が
鳴
り
、
鬼
た
ち
が

ホ
ー
ル
に
入
っ
て
く
る

と
、
年
少
児
は
先
程
の

元
気
は
ど
こ
へ
や
ら
、

先
生
の
後
ろ
に
隠
れ
た

り
、
泣
き
出
し
た
り
、

ま
た
あ
っ
け
に
と
ら
れ

て
豆
を
投
げ
る
の
を
忘

れ
て
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
鬼

を
見
て
い
る
園
児
も
い

ま
し
た
。
年
中
・
年
長
児

に
な
る
と
怖
が
る
園
児

も
少
な
く
な
り
、「
僕
の

豆
、
鬼
に
当
た
っ
た
よ
」

「
本
物
か
な
？
」な
ど
と
、

鬼
が
い
な
く
な
っ
た

後
、
友
達
同
士
で
話
し

て
い
ま
し
た
。
中
に
は

ス
モ
ッ
ク
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
豆
が

残
っ
て
い
る
の
を
見
付
け
て
、

必
死
に
鬼
め
が
け
て
投
げ
て
い

る
幼
児
も
お
り
、
ほ
ほ
笑
ま
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

各
保
育
室
に
戻
っ
た
後
、
園

児
た
ち
は
自
分
で
折
っ
た
、
折

り
紙
の
三
方
に
、
年
の
数
だ
け

豆
を
入
れ
て
も
ら
い
、
そ
の
豆
を

食
べ
て
厄
を
は
ら
い
ま
し
た
。

東
京
地
方
に
初
雪
の
降
っ
た

次
の
日
、
二
月
三
日（
水
）に
平

成
二
十
二
年
度
に
入
園
す
る
、

幼
児
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
新
入
園
児
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
防
寒

着
に
身
を
包
ん
で
お
母
様
と
手

を
つ
な
ぎ
、
元
気
の
よ
い
笑
顔
、

そ
し
て
声
を
か
け
る
と
、
は
に

か
ん
で
い
る
幼
児
の
顔
が
受
付

に
あ
り
ま
し
た
。

受
付
後
、
ホ
ー
ル
に
案
内
さ

れ
、
親
子
で
椅
子
に
座
り
、
始

ま
る
ま
で
手
あ
そ
び
を
し
、
会

が
始
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

園
長
先
生
が
「
今
日
か
ら
皆

さ
ん
は
聖
徳
浦
安
幼
稚
園
の
子

ど
も
で
す
よ
」「
こ
こ
で
は
、
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
見
た
り
し

ま
せ
ん
」「
立
っ
た
り
歩
い
た
り

し
ま
せ
ん
」「
あ
り
さ
ん
の
声
は

小
さ
い
で
す
。
熊
さ
ん
の
声
は

大
き
い
で
す
」「
お
友
達
は
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
と
大
き
い
声

で
言
い
ま
し
ょ
う
」
と
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

三
歳
児
の
リ
ズ
ム
あ
そ
び

「
大
き
な
か
ぶ
」、
四
歳
児
の
リ

ズ
ム
あ
そ
び
「
い
ろ
い
ろ
へ
ん

な
い
ろ
の
は
じ
ま
り
」
で
は
、

未
就
園
児
も
い
つ
の
間
に
か
舞

台
に
引
き
付
け
ら
れ
た
よ
う
に
、

ス
テ
ー
ジ
の
発
表
を
見
入
っ
て

ま
し
た
。
そ
し
て
舞
台
で
の
、

役
の
踊
り
や
せ
り
ふ
が
終
わ
る

と
、
一
場
面
毎
に
お
母
様
と
一

緒
に
手
を
た
た
い
て
い
る
姿
も

あ
り
ま
し
た
。

五
歳
児
の
歌
と
合
奏
で
は
、

「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
を
首
を

振
り
な
が
ら
聞
き
、
合
奏
で
は
、

大
太
鼓
や
小
太
鼓
、シ
ン
バ
ル
の

音
に
「
わ
あ
」
と
感
嘆
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
全
部
の
ブ
ロ
グ

ラ
ム
が
終
わ
っ
て
、
四
、
五
歳
児

が
手
に
色
と
り
ど
り
の
風
船
と

お
み
や
げ
袋
を
持
っ
て
、未
就
園

児
一
人
ひ
と
り
に
「
ま
た
来
て

ね
」「
面
白
か
っ
た
？
」
と
声
を

か
け
な
が
ら
渡
し
、
全
園
児
が

廊
下
に
作
っ
た
花
道
の
中
を
通

り
、
幼
稚
園
を
後
に
し
ま
し
た
。

ド
キ
ド
キ
の

入
園
式
・
進
級
式

八
王
子
中
央
幼
稚
園

桜
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
始
め

る
三
月
、
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

卒
園
し
て
い
く
園
児
た
ち
を

見
て
い
る
と
、
な
ぜ
か
思
い
出

す
の
は
入
園
し
た
て
の
こ
ろ
。

「
お
う
ち
に
帰
る
」「
マ
マ
は
ど

こ
に
い
る
の
？
」
と
親
元
か
ら

離
れ
て
初
め
て
の
集
団
生
活
の

子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
何
も
か

も
が
不
安
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
様
子
も
日
々
、
目
を
見

張
る
よ
う
な
成
長
を
遂
げ
、
卒

園
式
を
迎
え
ま
す
。
少
し
窮
屈

に
な
っ
た
制
服
に
身
を
包
み
、

り
り
し
く
式
に
参
加
す
る
園
児

た
ち
。
聖
徳
学
園
応
援
歌
に
あ

わ
せ
て
の
入
場
、
担
任
か
ら
名

前
を
呼
ば
れ
て
大
き
な
声
で
の

返
事
、園
長
先
生
か
ら
一
人
ひ
と

り
に
手
渡
さ
れ
る
保
育
証
書
。

「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

言
葉
に
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
大
き
な
声
で
、
保
護

者
席
に
も
十
分
聞
こ
え
る
元
気

な
声
で
お
礼
の
言
葉
を
言
え
る

よ
う
に
な
る
園
児
た
ち
。
聖
徳

幼
稚
園
の
教
育
の
ね
ら
い
で
も

あ
る
「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気

な
子
ど
も
」
へ
と
成
長
し
、
小

学
校
へ
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

三
田
幼
稚
園
の
卒
園
生
は
、
毎

年
四
十
数
校
の
小
学
校
に
分
か

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
全
員
そ

ろ
う
最
後
の
一
日
は
感
無
量
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
親
子
で
卒
園
さ
れ
た

方
の
ご
紹
介
も
行
い
、
父
母
と

な
り
、
自
分
が
経
験
し
た
卒
園

式
を
思
い
出
し
、
自
分
の
子
ど

も
の
卒
園
し
て
い
く
姿

と
を
あ
わ
せ
て
感
動
し

て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。「健

康
で
た
く
ま
し
い

子
ど
も
に
」「
だ
れ
と
で

も
仲
良
く
で
き
る
子
ど

も
に
」「
し
っ
か
り
と
約

束
の
守
れ
る
子
ど
も
に
」

「
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
子

ど
も
に
」「
自
分
で
考
え

て
行
動
の
と
れ
る
子
ど

も
に
」
の
五
つ
の
柱
（
人

間
形
成
の
基
礎
）
を
身
に

付
け
、
社
会
で
の
「
聖
徳

の
卒
園
生
」
と
し
て
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
よ
う
な
ら
！
幼
稚
園

「
卒
園
式
」

三
田
幼
稚
園

み
ん
な
で
豆
ま
き

「
鬼
は
そ
と
！
」

附
属
第
三
幼
稚
園

新
入
園
児

た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー

附
属
浦
安
幼
稚
園

元
気
に
登
園
す
る
と
、
す
ぐ

に
着
替
え
て
外
へ
飛
び
出
し
て

遊
ん
だ
り
、
室
内
で
は
ブ
ロ
ッ

ク
や
お
ま
ま
ご
と
を
し
た
り
と

遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
園
児
た

ち
で
す
。
そ
ん
な
園
児
た
ち
が

次
に
好
き
な
も
の
は
、
お
い
し

い
お
い
し
い
給
食
で
す
。
い
っ

ぱ
い
遊
ん
で
お
腹
を
ぺ
こ
ぺ
こ

に
し
て
い
た
だ
く
給
食
は
お
い

し
く
、
お
か
わ
り
を
す
る
子
ど

も
が
多
く
、
時
に
は
「
お
か
わ

り
は
お
し
ま
い
で
す
」
の
給
食

の
先
生
の
声
に
が
っ
か
り
す
る

園
児
た
ち
で
す
。

し
か
し
、
給
食
が
大
好
き
に

な
る
ま
で
は
時
間
が
か
か
る
園

児
も
い
ま
し
た
。
四
月
末
よ
り

給
食
が
始
ま
り
、
お
皿
に
苦
手

な
野
菜
が
の
っ
て
い
る
と
、
そ

れ
を
見
て
何
人
も
の
園
児
が

「
先
生
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と

行
列
が
で
き
て
し
ま
う
ほ
ど
で

し
た
。
し
か
し
、
友
達
同
士
の

影
響
力
は
す
ば
ら
し
い
も
の

で
、
友
達
が
野
菜

を
お
い
し
そ
う
に

食
べ
て
い
る
の
を

隣
で
見
て
い
る
と
、

い
つ
の
間
に
か
嫌

い
だ
っ
た
野
菜
も

食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、「
先
生
減

ら
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
声
が
数
人

に
減
り
、
そ
の
様

子
を
見
て
い
る
と
、

友
達
と
集
団
生
活

の
中
で
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
箸
の
持
ち

方
も
少
し
ず
つ
身
に
付
け
、
給

食
中
は
反
対
の
手
を
お
皿
に
添

え
て
い
た
だ
い
た
り
、
お
腹
に

つ
く
ぐ
ら
い
椅
子
を
引
く
な

ど
、
い
く
つ
か
の
約
束
を
常
に

意
識
し
て
い
る
と
、
日
を
重
ね

る
ご
と
に
給
食
中
の
マ
ナ
ー
も

よ
く
な
り
ま
し
た
。「
残
さ
ず
、

き
れ
い
に
食
べ
な
い
と
だ
め
な

ん
だ
よ
」
と
、
友
達
同
士
励
ま

し
合
い
な
が
ら
身
に
付
け
て
い

き
ま
し
た
。
成
長
期
の
園
児
た

ち
に
と
っ
て
大
切
な
栄
養
価
の

高
い
、
季
節
に
合
っ
た
食
材
を

考
え
て
作
ら
れ
る
給
食
を
い
た

だ
い
て
い
る
園
児
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
本
園
で
の
給
食
が
い

か
に
園
児
に
と
っ
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
か
を
感

じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
園
児
た

ち
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
楽
し
い

給
食
の
時
間
に
な
る
よ
う
に
、

よ
い
雰
囲
気
作
り
を
考
え
て
い

ま
す
。

楽
し
い
給
食「
何
で
も

食
べ
る
子
、丈
夫
な
子
」

多
摩
中
央
幼
稚
園
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆さまの広報誌です。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

今後、ますます充実させていきたいと思いますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。
ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉http: //www.seitoku. jp /gakuen / toiawase / （頁下段の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
声

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。
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長野県佐久市に学園のセミナーハウス・かすが荘があります。
そこから車で２０分のところに千曲川スポーツ交流広場があります。
ここで、５月３日から５日午前にかけて『佐久バルーンフェスティ
バル２０１０』が開催されます。今年は１８回目の開催になります。
４０機の熱気球の飛行が予定され、夜は係留された熱気球をバー
ナーの炎だけで照らし出すイベント（バルーンイリュージョン）が
企画されています。
ほかにも「子供たちに感動を！！」のコンセプトのもと、
地元密着の各種体験イベントが用意されています。

〈周辺の観光スポットご案内〉

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

佐久バルーンフェスティバル２０１０

施設の詳細などは本学園HPでご覧いただけます。どうぞご覧ください！
http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。

お気軽にお問い合わせください！

Tel.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ
学生・教職員５,４００円～

卒業生・ご家族・同伴者８,３００円～

〈 ご利用料金 〉 〈 ご 予 約 〉

（1泊2食付）

月／日　　　 時間　　　　 演　 目

（
前
期
）

（
後
期
）

聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、現在、春期（Ⅰ期4～7月開講）講座の申込受付を
行っております。11種の多彩なジャンルを取り揃えておりますので、ぜひご参加ください。

●附属幼稚園
●附属第二幼稚園
●附属第三幼稚園
●附属浦安幼稚園
●三田幼稚園
●八王子中央幼稚園
●多摩中央幼稚園

かをり会
菊水会
すなお会
知水会
なごみ会
わかば会
和香竹会

s平成２２年０６月０５日（土）
s平成２２年０５月２９日（土）
s平成２２年０５月２９日（土）
s平成２２年０６月０５日（土）
s平成２２年０５月１５日（土）
s平成２２年０５月２９日（土）
s平成２２年０６月１９日（土）

●附属小学校 秋和会 s平成２２年０５月２２日（土） 第24回運動会（秋和会種目参加）
s平成２２年１０月１６日（土）｝第25回聖徳祭（卒業アルバム展示）s平成２２年１０月１７日（日）

●聖徳学園 聖徳学園菊水会
（同窓会連合会）

s平成２２年０６月１２日（土） 第8回評議員会

●大学院・大学・短大 香和会 s未定（詳細は、６月１日発行の本誌に掲載予定）

●附属女子中・高 爽和会 s平成２２年０６月０６日（日） 幹事会
s平成２２年０７月１８日（日） 1期生・4期生合同同期会
s平成２２年１０月１０日（日） 聖徳祭
s平成２３年０１月１０日（月・祝）第2回成人を祝う会
s未定（詳細は、６月１日発行の本誌に掲載予定）

講 座 名 春 期 開 講 予 定 講 座 （ 抜 粋 ） 講 師 名

・保護者の授業見学
保育科第1部・保育科第2部の1時限目～7時限目（全授業）
前期　4月26日（月）～7月99日（金）
後期　9月13日（月）～1月14日（金）
※詳細につきましては、4月中旬にご案内を送付いたします。

・評議員会 5月15日（土）・9月18日（土）
10月2日（土）・2月19日（土）

・後援会総会・支部総会 5月22日（土）
・支部会の日 7月と11月

※実施日につきましては、各支部で決定いたします。

・保護者会 4月16日（金）【1年生】
4月23日（金）【6年生】
4月30日（金）【全体会】
9月27日（月）【全体会】

・学級懇談会 4月30日（金）・3月2日（水）
・後援会評議員会 4月17日（土）
・後援会総会 5月7日（金）

■父母の会総会
・附属幼稚園
・附属第二幼稚園
・附属第三幼稚園
・附属浦安幼稚園

4月14日（水）
4月15日（木）
4月16日（金）
4月17日（土）

■父親参観
・附属幼稚園
・附属第二幼稚園
・附属第三幼稚園
・附属浦安幼稚園

5月30日（日）
5月16日（日）
5月15日（土）
5月29日（土）

■保育参観（2学期）
・附属幼稚園
・附属第二幼稚園
・附属第三幼稚園
・附属浦安幼稚園

10月22日（金）
11月19日（金）
11月18日（木）
11月12日（金）

■保育参観（3学期）
・附属幼稚園
・附属第二幼稚園
・附属第三幼稚園
・附属浦安幼稚園

2月18日（金）
2月16日（水））
2月10日（木）
2月17日（木）

■父母の会総会

・三田幼稚園

・八王子中央幼稚園

・多摩中央幼稚園

4月21日（水）
4月20日（火）
4月19日（月）

■保育参観・試食会（1学期）

・三田幼稚園

・八王子中央幼稚園

・多摩中央幼稚園

5月11日（火）・12日（水）
6月11日（火）・12日（水）
5月18日（火）・20日（木）

■父親参観

・三田幼稚園

・八王子中央幼稚園

・多摩中央幼稚園

5月29日（土）
5月16日（日）
6月55日（土）

■保育参観（3学期）

・三田幼稚園

・八王子中央幼稚園

・多摩中央幼稚園

2月25日（金）
2月23日（水）
2月17日（木）

■保育参観（2学期）

・三田幼稚園

・八王子中央幼稚園

・多摩中央幼稚園

12月11日（水）
11月55日（金）
11月11日（木）

専門学校

附属小学校

三田3園附属4園

附属女子中高

取手聖徳女子中高

大学･短期大学部

平成22年度シリーズコンサート予定表（H22.3.26現在） 平成22年度春期公開講座の受講生を受付中！

子どもと育児・教育を考える講座
ポピュラー音楽よもやま話
高校生のための心理学入門
歌って踊ってミュージカル！～高校生からの実践的入門講座
やさしい料理教室
人にやさしい住まいづくり―福祉住環境コーディネーター検定に向けて―
初心者のためのパソコン入門講座
笑いの哲学―あんな笑い、こんな笑い―
江戸時代の武家文書を読む
心に残る朗読の仕方～健康になる腹式呼吸法と発声方法～

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岡田　耕一
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・片桐　章子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小澤　　真他

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・鳥井　俊之他
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・桂　きみよ他

・・・・・・・・・・蓑輪　裕子
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・前田　　勲
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・茂木　和行

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小池　　進
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・柴田かおる

・評議員会 4月24日（土）・5月15日（土）・6月12日（土）
8月28日（土）・10月2日（土）・10月30日（土）
2月19日（土）・3月23日（水）

・後援会総会 5月15日（土）【予定】
・保護者会 7月16日（金）・12月17日（金）

3月18日（金）

ワクワクする楽しさ新発見！～年間約450講座を開講～

●講師：
桂 文楽 氏

■プロフィール
落語家、落語協会理事

同窓会年間行事予定表のご案内 ― ぜひご参加ください ―

・5月29日（土） 定期総会 聖徳大学（松戸市）

・6月6日（日） 北海道支部総会
札幌グランドホテル（札幌市）

・9月5日（日） 東北（南）支部総会
郡山ビューホテルアネックス（郡山市）

・9月26日（日） 静岡県支部総会
静岡第一ホテル（静岡市）

・10月3日（日） 新潟地区支部総会
ホテルニューオータニ長岡（長岡市）

・10月17日（日） 甲信地区支部総会
談露館（甲府市）

・10月24日（日） 東北（北）支部総会
ホテルニューカリーナ（盛岡市）

・11月14日（日） 九州・沖縄地区支部総会
ホテル日航那覇グランドキャッスル（那覇市）

・11月21日（日） 東京地区支部総会
聖徳大学（松戸市）

・11月28日（日） 千葉県支部総会
聖徳大学（松戸市）

・12月5日（日） 茨城県支部総会
ホテルCANKOH（土浦市）

・12月12日（日） 北関東支部総会
JA共済埼玉ビル（さいたま市）

●大学院通信・大学通信・
短大通信

聖和会 s平成２２年０５月 役員会
s平成２２年０７月 総会

●専門学校 ひじり会 s平成２２年０８月２９日（日） リズム講習会

●取手聖徳女子中・高 聖朋会

今年度も、各同窓会が行われます。詳細については各同窓会からご案内申し上げます。
皆様の参加を心よりお待ちしております。

詳細はホームページをご覧ください。
www. seitoku.jp/soa

平成22年度 保護者会・後援会 開催日程（H22.3.26現在） ― ぜひご参加ください ―

その他、幹事会開催（年数回）

■ 4園保育参観（1学期）
・年　長　組

・年　中　組

・年　少　組

附幼・第二幼・第三幼
浦安幼

附幼・第二幼・第三幼
浦安幼

附幼・第二幼・浦安幼
第三幼

4月19日（月）

4月20日（火）
4月21日（水）
4月22日（木）

開講種類 語学、文学・歴史、芸術・文化、健康・スポーツ、情報・ビジネス
料理、社会・福祉、生活・環境、教育・心理、特設講座、1DAY講座

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●日時：平成22年4月17日（土）
●会場：聖徳大学川並香順記念講堂（聖徳大学キャンパス）

松戸駅東口徒歩5分

13時～15時30分

講座お申込みの有無にかかわらず、どなたでもご参加できますので、ぜひご来訪ください。

公開講座、セレモニーのお問い合わせは、生涯学習課（Tel:047-365-3601）まで

■ミニコンサート■

●講演後以下を実施します。

19
7
10
20
24
31
4
14
10
24
28
4
6
22
9
7
13
14
16
11
13
14
22

日（月）

日（金）

日（月）

日（木）

日（月）

日（月）

日（金）

日（月）

日（金）

日（金）

日（火）

日（月）

日（水）

日（金）

日（火）

日（火）

日（月）

日（火）

日（木）

日（火）

日（木）

日（金）

日（土）

１６：００・１８：１５

１８：１５

１６：００

１８：１５

１８：１５

１６：００

１８：１５

１８：１５

１６：００

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１８：１５

１６：００

１８：１５

１８：１５

１６：００・１８：１５

１８：１５

１６：００

4
5

6

9

10

11
12

1

月

月

月

月

月

月

月

月

聖徳学園「入門コンサート」①・②
第３７回　聖徳学園「能楽鑑賞会」
ウィーン少年合唱団
東儀秀樹コンサート
京劇 ― 三国志 ―
シリーズコンサート第１５００回記念公演「氷山ルリの大航海」
歓迎オルガンコンサート
第４１回　聖徳学園「文楽鑑賞会」
伝えたい歌、残したい歌～唱歌からミュージカルまで
第２７回　聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
バーデン／ウィーン Buhneバーデン市劇場オペラ
第３１回　聖徳学園「落語鑑賞会」
鬼太鼓座
第７回　聖徳オペラ
パリ・ギャルド・レピュビリケーヌ吹奏楽団
ゲルハルト・オピッツピアノコンサート
レニングラード国立バレエ①
レニングラード国立バレエ②
第２７回　聖徳学園「第九の夕べ」
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
送別オルガンコンサート①・②
ウィンナー・ワルツ・オーケストラ
山本正人記念 第２７回 聖徳学園「吹奏楽の夕べ」

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

H23年

:

※熱気球は風が穏やかな早朝と夕方に飛行します。
上昇気流の発生する昼は飛ぶことができません。
※イベント内容や時間は、天候状況等により変更・
中止となる可能性があります。

バルーンフェスティバルホームページ　http://www.saku-balloon.jp/index.html

※コンサート演目など変更することがあります。

平成22年度SOAオープニングセレモニー開催

●演題：「笑いのある人生―落語をご一緒に―」

■公開講演

参加費
無 料

“アニヴァーサリーの響き２０１０”
～シューマン、ショパン編～

今年生誕200年のシューマンとショパンの
声楽および室内楽作品

《曲目》
シューマン：女の愛と生涯　作品42、

リーダークライス 作品39より
ショパン：ピアノ三重奏曲 ト短調　作品8 第1楽章　他
《演奏》本学音楽学部の教員

平成21年11月撮影


